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１. 直射日光が当たる
２. 照り返しが強い
３. 風通しが悪い
４. 重量物を運ぶ
５. 休憩場所まで遠い
６. 持ち場から離れられない

02
危ない状況と対策

1. 建設現場（屋外）編
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13
日陰の所から作業

暑さ指数が⾼くなる１. 直射日光が当たる
対
策 日陰を作る 日陰の所から作業 早出・早帰り

遮れないときは
予防対策グッズで身を守る

ファン付き作業服

ファン付きヘルメット
（タレ付き）

テントで日陰を作る

水分
塩分

p44

休憩

p45

予防対策
グッズ

午前 午後

p37
-38
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休憩時に身体を冷却

２. 照り返しが強い
対
策 打ち水

地面近くの気温が著しく上昇する

「打ち水」は、日差しが強くない時間帯（早朝・夕方）に⾏う

早朝 夕方

昼間の炎天下で水をまくと
逆に蒸し暑くなってしまう

水分
塩分

p44

休憩

p45

予防対策
グッズ

打ち水

p37
-38
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⾼温多湿になる３. 風通しが悪い（養⽣シート等で覆われている）

対
策 大型ファンで気流を作る
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４. 重量物を運ぶ
対
策 台⾞ ２人で作業リフター

身体に過度の負担がかかる

水分
塩分

p44

休憩

p45

予防対策
グッズ

台⾞

リフター

2人で作業

p37
-38
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５. 休憩場所まで遠い
対
策 移動時間を考慮した休憩時間の設定

往復だけで休憩時間がなくなる

事業主・管理者の方へ
移動時間 ≠ 休憩時間
ご配慮ください
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冷却ベスト（チラー）
冷却水が常に冷却ベストの中を循環するので

空調がない場所でも確実に⾝体を冷却できる

６. 持ち場から離れられない
対
策 周囲の作業員に声をかけて休憩

交代要員がおらず休憩を取りづらい

事業主・管理者の方へ
現場の休憩所を使えるよう
交渉してください

水分
塩分

p44

休憩

p45

予防対策
グッズ

p37
-38


